
第42回 全国中学校バスケットボール大会 公式サイト
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OT

4 × 9 0 2 5 2 4 × 5 1 1 0 2
5 × 17 0 7 3 2 5 ／ 0 0 0 0 0
6 × 18 3 3 3 0 6 DNP 0 0 0 0 0
7 ／ 3 1 0 0 0 7 × 10 0 5 0 1
8 × 0 0 0 0 0 8 DNP 0 0 0 0 0
9 DNP 0 0 0 0 0 9 × 13 3 2 0 5
10 × 22 1 9 1 3 10 × 8 0 4 0 3
11 ／ 6 0 3 0 1 11 ／ 0 0 0 0 0
12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0
15 DNP 0 0 0 0 0 15 × 22 0 11 0 4
16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 DNP 0 0 0 0 0 17 ／ 6 0 2 2 0
18 ／ 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

75 5 24 12 8 64 4 25 2 15

山崎　人志

足立　尚隆

(埼玉県)

(愛知県)

Team Ｂ

吉田　佑莉亜　

清田

市川第七

反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

75

Team Ａ

ＦＴ 反則 選　手　名　前

市川第七

出場

船水　麻琴　
金澤　愛夏　

竹内　舞花　
延足　紗奈　

池田　玲奈　
平野　亜実　
三浦　由貴　

(北海道)

【戦評記入者】

得点番号 得点 ３Ｐ

関　彩華

２Ｐ

Team Ｂ

番号

木村　歩
中下　未知

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　ハーフマンツーでの攻防で始まったこのゲーム。ボールを回しながらお互い得点を取り合うことになる。なかでも市川＃
５、清田＃９が目立っていた。お互いスティールからの速攻で今ひとつ落ち着きのないゲームで、１Q終了２４－１７であっ
た。清田＃１５のリバウンドシュートから始まった２Q。清田は＃１５にボールを集めポストプレイからの得点、中継して＃１
０、＃７へつないで得点をしていくものの、市川も追いつかれそうになると３Pで巻き返し、流れを渡そうとしない。清田＃１
５のプレイがどう生かされるかがカギとなる。市川にとっては速攻でどれくらい点を取れるかが後半の課題となる。前半終
わって３７－２９と市川リード。
　清田＃１５、市川＃１０の点の取り合いからスタート。お互いチャンスとみてはダブルチームからのローテーションディ
フェンスで頑張るが差は開かない。清田＃１５の連続シュート、＃７の速攻で詰めるものの市川＃６の速攻、＃１０の２Pで放
す。清田＃９、＃４の３Pで頑張るも、市川＃１０得点、ここでタイムアウト。その後、流れ変わらず５５－４３で４Qへ。再
び清田＃１５リバウンドシュートからプレスをかけるも落ち着いて運ばれる。清田＃１５にボールを集め得点するが、市川も
ジャンプシュート、スティールからの速攻と流れを戻す。共に速攻の出し合い、３Pとチーム全員で頑張るが１０点差のままで
タイムアップ。清田＃１５のプレイが十分発揮出来なかったのが惜しまれる。７３－６４で市川勝利。

江刺家　範光

福本　ゆり子 仁部　さおり

合　　　　　計

【戦　評】

大会名

カテゴリー

主　審

副　審

日　時

会　場

コート

宮城　彩子
佐俣　芽依

工藤　明日香

選　手　名　前

川田　怜奈　

Team Ａ

黒澤　美音
荻野　あかり

田中　百華　
バレット　ニッキィ　

高橋　和也

栗林　未和　
武田　彩乃　
藤原　遥香　
宗形　真李　

手塚　明義

浅和　愛莉

東日本大震災復興支援平成24年度全国
中学校体育大会第42回全国中学校バス

ケットボール大会

さいたま市記念総合体育館

平成24年8月22日(水) 16:10

Ｂコート

伊藤　彩香

(千葉県)

【ＢＯＸスコア】

出場

【得点経過】 第６試合

女子 予選Nリーグ

田所　藍
田中　菜月

仲田　佳奈子

64 清田

宮城　彩夏
岸　愛夏
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http://saitama.japanbasketball.jp/zenchu/index.html

